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由木かたくりの会の家族会「ありの会」会報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月3日（金）、南大沢市民センターにおいて、ありの会主催の学習会を開催しました。 

八王子特別支援学校の特別支援コーディネーターの加藤和子先生を講師に迎え 

「利用者と家族の健康について」というテーマでお話いただきました。 

お話は自分の体調の不調を訴えることを含めて、これから生きていくために必要なコミュニケーション力や主

体的に選択していく力をつけることの大切さ、それらの力をつけるために今日からでもできる手立てについて、

お話いただきました。 

大人なってからも成長し変わっていくことができる、学校を卒業してからも、日々コミュニケーションスキ

ルを上げていく努力が必要という先生のお言葉に考えさせられました。 

「幸せな人生」は良い人間関係が築けているかによるという研究があるそうです。 

コミュニケーション力を高め他者とのかかわりの中で、障がいがあっても主体的に「生きる」ことができる、そ

ういう支援が広がっていくとよいと感じた学習会でした。 

 

学習会後のアンケートでは、今後の学習会の希望として「成年後見人制度について」「障がい者の性について」

などいろいろなご意見を頂きました。 

また、先にお知らせしていた健康についての内容が少なった点についてもご意見をいただきました。企画の反

省点として次回に生かしていきたいと思います。 

今回学習会にご参加いただけなかった方で学習会に取り上げて欲しいテーマがありましたら、ありんこポスト

へお寄せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 

３月27日発行 

通巻第28 号 

「ありの会」へのご意見・ご要望は、〒192-0355 八王子市堀之内1236-8 社会福祉法人由木かたくりの会気付「ありんこポスト」 まで

に郵送するか、ポストに直接投函して下さい。Ｅメールで送る場合のアドレスは《 arinko_renraku@yahoo.co.jp 》へ。 

ホームぺージは《 http://space.geocities.jp/arinko_renraku 》です。 
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由木かたくりの会の堀之内や松木のプラザ de かたくりの地権者の鈴木亨です。２０年前に多摩ニュータウン

開発の中で酪農をしていくために町づくりを考えていかなければと２０年前にできた多摩ニュータウン地域の

大学の先生たちが立ち上げた「地域学会」の「多摩ニュータウン学会」に加わった自分です。下記は第１回の研

究発表の原稿です。その中に「かたくりの家」について語っています。かたくりの家との出会いは多摩養護学校

を卒業する行先のない卒業生の活躍する場を私の父である鈴木昇が畑に皆さんの施設を作ったことから始まり

ました。 

 

♢♡♧♤♤♧♡♢   多摩ニュータウン（NT）と酪農 － 多摩ＮＴ学会原稿   ♢♡♧♤♤♧♡♢ 

多摩ニュータウン学会 第１回研究発表大会自由研究参加 

平成９年９月２７日 多摩センター、繭ドームにて 

 

 こんにちは、八王子の堀之内で牛飼って牛乳を搾っている鈴木亨です。 

 きょうはここでどれだけのことが言えるか分かりませんが、私が生まれ育って 住んでいる所で今までＮＴと

深くかかわってきたことについてどれだけの思いが あるかを言えられればいいかなと思っています。 

 棒読みになりますがその思いを聞いてください。 

私は今、多摩ＮＴのそば八王子堀之内で牛飼いの酪農をやって いるもの

です。現在は成牛を 30 頭と子牛を 15 頭を飼育して牛乳を搾り 東京酪農

協同組合を通じてメーカーに出荷しています。一日に500Ｋｇから 700Ｋ

ｇの牛乳を搾ってます。私の住む多摩丘陵の酪農は多摩地区では 古く明

治 40 年の頃から始まっており、多摩の酪農発祥地とも言われ養蚕の仕事

をしながらやってました。この仕事は多摩ＮＴがくる間ではどこの家でも

牛がいる農業地帯でした。 

 そこへ、突然、河野一郎建設大臣の時に私の住んでいる多摩丘陵にＮＴ

がやってきたのです。もうその時点で計画は決まっていました。 多摩ＮＴ

はみなさんも知っていると思いますが新住宅市街地開発法（新住法）とい

う法律で進められています。この法律は全面買収ということで事業予定区

域すべて売らなければいけません。そして新住法は農業をすることを認め

ません。 それは今も変わりません。ＮＴには農家はありません。 

 そんな私達に酪農を続けたいなら北海道や那須高原へいってやればいいということだけでした。 私の住んで

いる堀之内寺沢は 11 軒の酪農家がありました。 みなこの仕事に誇りをもってやっていたので多摩ＮＴには反

対をしました。 しかし、その頃は決まった法律は変えられないという、ここを除いて 19 住区のＮＴを進める

前号から引き続き、鈴木亨さんに寄稿して頂きました。昨年11 月25 日に法人の10 周年記念式典があり、4

名の方に感謝状が贈られました。そのうちの3 名は鈴木さんのご家族（故昇さん、故タエさん、亨さん）です。

「かたくりの会」も法人化から10 年となり、昇さん、タエさんをご存じない会員の方も増えて居ます。そこで、

改めてご家族の紹介、かたくりの会とのかかわりなどを書いて頂くようお願いしました。 

前号と重なる部分もありますが、今号と次号に連載する予定です。 

故鈴木昇さん 
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ことはできないと同じ答えだけが日本住宅公団から返ってくるだけでした。酪農家 11 軒は将来もここで続けた

い気持ちから、 酪農地帯をＮＴ事業計画区域から除外するという運動を始め、 そのなかで美濃部都知事が東

京都議会の本会議で 19 住区の酪農は 残していく所存でありますと答弁をしたが、しかし、その言葉も裏腹に

公団は強制収用をかかげながら全面買収を始めました。 

 しかし、私達は自分が育ったこの多摩丘陵で自分の仕事、牛飼いをやり、 この地で酪農をやっていくことが

この多摩丘陵にとっても大切なことであり、 NＴ開発が進むところでも農業は必要であると私は考えます。し

かし、 開発の波や都市開発の圧力はたいへんなもので、11 軒あった酪農家は４軒になってしまいましたがＮＴ

計画も計画どうりにいかず時代の波にもまれ、石油ショックによって計画もスムーズに進むことはありません

でした。そんな中で私達の新住法の事業区域除外運動も 20 年かけて世の中に認められ、４軒の酪農家は残って

いける流れができつつありました。 

 酪農は住宅地のど真ん中で出来る仕事ではありません、私達の４軒の酪農家は寺沢地区にまとまってありま

す。そして酪農集落のまわりは ＮＴの19 住区の新住区域です。酪農集落のまわりがすぐ住宅地では 将来牛飼

いを望めません。幸いにして酪農集落のまわりに多少の緩衝地帯がありそこを農業公園として残していく方向

ではありますが小さなものです。 私はいつも仕事をしながら思うのですが公団が買収したところで酪農集落に 

隣接していてどうにもならない土地があります。やはり公団の中だけで 計画を立て直すのではなく地域の人達

と話し合っていくべきものと考えます。 

 

 

 現在、私達、酪農家４軒はこれから将来牛飼いを続けていくために、 ４軒が一同になりＮＴの環境に調和の

とれたなかで仕事をやっていくために、 農林行政、東京都の農林経済、農業改良センター、八王子市の農林課、 

八王子市農協、それから東京都多摩都市整備本部、酪農家４軒が 毎月１回集まる日程で、もう１年じかく会合

を開き将来続けられるように 話し合いがされてきました。農業はすぐ始められる様な仕事ではありません。 ま

た、続けて行くために農家１軒だけの力で将来長く続けられる 仕事でもありません。この多摩ＮＴの環境の中

で私達の仕事を続けて いくにはどう調和のとれたなかでやっていくかです。そのために ＮＴとの間に農業公

園という緩衝地帯をもうけていかなければいけません、 そのためにも現在、ＮＴの 19 住区がこれからどう開

発が進んでいくかが 大変重要になってきます。 

 

 ただ、ＮＴ開発の現状は空き家が南大沢で 増えていることや、値下げなどといった問題でこれからの開発の 

先が見えない現状です。19 住区の開発がどうなるか公団に聞いても 答えが返ってくることはなく、ただ、公団

のホームページを見ても、 考慮中というだけのメッセージしかでてきません。私はこんな時、 公団の中だけで
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考えて行く問題ではないといつも考えています。 19 住区のすぐ横で農業公園を考えている私達も含めた計画

の見直しを していくべきです。（（現在の堀之内寺沢里山公園を実現しました）） 

 現在、東京都で酪農をやっている農家は 150 軒ありますが、 減少の方向です、これからのＮＴと私達の酪農

を続けていくために自分の職業である酪農がどう位置づけたらいいか、また周りの 19 住区の 町づくりのあり

方がどうあればいいかで将来が決まってしまうと思います。 私は毎日、牛小屋で仕事を続けている生活をして

いますがそんな中で特に土日になるとＮＴの人達が牛を見に来たり、寺沢周辺の自然を見ながら 散歩をしてい

る光景を見ます。やはり、何か酪農集落に魅力があって やって来るのだと思います。また、毎年例年のように

ＮＴの幼稚園の写生や、 小学校の社会科見学で何校となく見学にやってきます。 

 私の畑のかたすみで 知的障害者の通所施設かたくりの家が５年たちました。 ＮＴが出来ても由木地区には

このような福祉作業所はひとつもありませんでした。 ＮＴに住んでいる障害を持った親子のグループと知り会

いつくったのです。 

ＮＴには住宅と公園だけしかありません、そんな町です。 今ではかたくりの通所生みんなが牛小屋に来て掃除

をやっています。 室内作業になりがちな仕事が多いなか、体を動かしていい健康作りに 大変役にたっている

様です。 

 

 酪農は搾るだけの仕事になってしまっているのが 現状です。

１軒の農家が牛乳の販売までやることは無理なことです。 しか

し、 多摩ＮＴという町が目の前にありながら神奈川の茅ヶ崎ま

で 牛乳を運んで自分の生産した牛乳がどんな人に飲まれている

かわかりません。 これを考えた時、牛乳を多摩ＮＴの人に飲んで

もらえたらいいなと思います。 そう、牛乳処理工場を作って、「か

たくり」のみんなの仕事場にならないかな、 ＮＴは高齢化社会、

定年後のちょっとした簡単な仕事として出来ないだろうか、 19

住区に人だけを入れる器を作るのではなく、今、ＮＴに住んでい

る人達の ＮＥＥＤに合う開発をしていくべきです。これからの

19 住区に 「かたくりＮＴミルクプラント」なんて出来て、かた

くり、 高齢者がみんなが働ける場ができたらいいなあ！！そし

て酪農家にとっても 自分の作った牛乳を身近に飲んでもらえた

らいいなあ！！みんなの職場も 身近なＮＴ19 住区に出来たらこ

んなにいいものはないんじゃあないだろうかと 考えます。 

 もう、人を集めるのではなく今住んでいるＮＴの市民に 役に

立つ今後の 19 住区ＮＴ開発を考えるべきとかんがえます。 地域

の NEEDS にあった計画をたてることによって多摩ＮＴの地域の

魅力や 活性化につながるのではないでしょうか。もう、ＮＴ開発

はハード先行の 進め方ではなく住む人の要求をみたす町づくり

にかえて行くものと 考え新住法による町作りはもう終わったと

私は考えます。 

20 年前からホームページを作っています。「多摩丘陵の牧場のおっさんの環境福祉」と検索すればホームページ

やブログが見れます。 

（父の写真は写真家・森住卓さんが撮影されたものです） 
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「CLOVER90 ダンスパフォーマンスショー」 

2017 年6 月25 日（日曜日）  開場：13：30  開演：14：00～16：00 

成績桜が丘 オーパ ＶＩＴＡコミューネ8 階 ＶＩＴＡホール 

（南大沢〈５番のりば〉から由木堀の内を経由して聖蹟桜ヶ丘行きの路線バスがあります。） 

 

＜ CLOVER９０とは  ＞ 

趣味でダンスをする方から大会出場、プロのインストラクター、ダンサ

ー、アイドルを目指す方など多数、多彩なメンバーを擁する多摩地区で

は有数のダンススクールです。テレビなどに出演する個人やチームで

の実績や、東京サマーランド、ディズニーシーなどでパフォーマンスシ

ョーの出演、受賞も数多い。地元ではいきいき多摩フェステバル、ガー

デンシティ多摩、南大沢フラワーフェステバル、桜祭りなどたくさんの

イベントに参加してきた。障がい者グループも活躍する。かたくりから

は米山さん親子が所属するが、昨秋、サンリオピューロランドでの２０

周年記念公演にかたくりの数名の保護者も観にいって、もっとかたく

りの利用者にも見てほしいと話に始まり、米山さんを通じて交渉を重

ねてきた。幸い主宰者の小川さんは障がい者に理解を持たれた方で、会

場の確保から始まり格別なサービス価格での開催となった。当日は４

０人からのダンサーが出演します。もちろん米山さん親子も！ 

 

ダンスの他にも楽しいマジックショー、一般のお客様へのかたくりの会ご紹介スライド上映なども企画しています。

明るく元気な素晴らしいパフォーマンスを観て、参加して、一緒に楽しい１日を過ごしましょう！ 

 

 

< 当日のスケジュール（予定）〕＞ 
１．CLOVER90 ダンスパフォーマンスショー 前半 

（休憩１０分） 

２．由木かたくりの会の紹介 スライド上映予定 

３．ジュニア渚さん マジックショー 

４．CLOVER90 ダンスパフォーマンスショー 後半 

５．みんなでおどろう！ 

６．フィナーレ 

 

 

 

かたくりの会 利用者、職員、ありの会会員、後援会会員

は無料です。詳細はご案内をご覧いただき、チケットをお

申し込み下さい。 
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下記日程で第 7 回通常総会を開催いたします。ご多忙とは存じますが、万象繰り合わせの上ご出席ください

ますようお願い申し上げます。後日配布の出欠票・委任状の利用者経由でかたくり各事業所へご提出いただき

ますようお願いいたします。 

 

日時 5 月 20 日（土） 午後 1 時 30 分～ 

場所 フレスコ南大沢 2 階生涯学習センター南大沢分室 視聴覚室 

 

 

 

 

 

 

今年成人式を迎えた４名の皆さんへ、ありの会から記念品を贈りました。その４名の皆さんから、希望に満

ちたことばを寄せていただきました。これからもがんばってください。みんなで応援しています。 

 

由木工房 喫茶 Ｎ Ｈ さん 

お祝いありがとうございます。これからも喫茶のお仕事をがんばります。お仕事をたくさんし

てみんなで旅行に行ったり、いろんなところへ遊びにいきたいです。 

 

由木工房 喫茶 Ｙ Ｙ さん 

私は、今年成人式でした。そして２月にやっと二十歳になりました。今後頑張りたい事は就職活動です。

私の夢はアパレル関係「洋服」関係の仕事につくことです。前向きに諦めず叶えたいです。いつも支えてく

れてるお母さん、また色々な人に感謝しております。お母さん、いつも迷惑ばっか言ってすみません。いつ

もありがとう。迷惑かけないようになるべくします。 

 

ぷらさde かたくり Ｍ Ｋ さん 

パウンドづくりが、やりたいんです。いろいろな、おかしをつくりたいんです。 

りょこうに、いきたいんです。大阪にいきたいです。 

いえのそうじを、がんばりたいです。かいものに、いきたいです。 

 

由木工房 食品加工 Ｍ H さん 

ぼくはゆきこうぼうのしょくひんかこうのＭ Ｈです。ぼく

はコンロそうじとカレーづくりをがんばっています。それから

ごはんのもりつけもしています。これからもがんばります。ぼ

くはたくさんおしごとをするおとなになりたいです。じぶんの

ことをじぶんでやるおとなになります。ぼくは今うえのどうぶ

つえんにいきたいです。 
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勤続10年、おめでとうございます！ 

2017年度のかたくりの会入会式において、2017年３月までに勤続１0年を迎えた方を皆さんでお祝いいたし

ます。新しく仲間になる新入会の皆さんを迎えると共に、10 年間頑張ってこられた以下 42 名の方をお祝い

します。（利用者さんの敬称は略させていただきます） 

 

かたくりの家 
【生活介護】ＡＴ  ＩＭ  ＥＯ  ＯＭ  TH  ＮＴ  ＢＮ  

ＨＫ  ＭＫ ＭＡ  

【Ｂ型】ＯＧ  ＫＲ  ＳＹ  ＨＹ  ＭＹ  

 

由木工房 
【生活介護】ＢＮ  ＨＨ  ＭＫ  ＭＳ  ＴＹ  ＷＮ 

【Ｂ型】ＩＭ  ＵＭ  ＯＮ  ＥＭ  ＨＪ  ＭＹ  ＫＭ 

 

ぷらさ・de・かたくり 
【Ｂ型】ＩＨ  ＩＹ  ＩＲ  ＵＭ ＥＮ  ＥＹ  ＫＴ  ＳＭ 

ＳＴ  ＮＨ  ＮＲ  ＳＮ  ＴＹ  ＨＴ 

 

 

 

 

 

 

◎ 「かたくりの会と私と」について 

今後、八王子市内と近隣の図書館に置いていただけることになりました。 

また由木工房「喫茶 ぷらさdeかたくり」、「レストラン花畑」でもご覧になれるようにして、一般販売につ

いても検討していきます。 

本文中に記載のあるお名前等の個人情報について不都合のある方は、ありの会までお知らせください。 

 

由木かたくりの会について知っていただくため、本をお譲りしたい方がおられる方もぜひお知らせ下さい。 

連絡先はありんこポスト、ありの会メール、または三島（TEL＆FAX 042-677-3472）までお願い致します。 

 

 

◎ 利用者の異動 

Ｙ Ｍ さん  由木工房  就労移行支援  ２月２８日付 

 

※2007年3月31日までに入会されて10年以上勤続の方が対象です。 

対象の方で名前が挙がっていない方は、ありの会メールアドレス、またはありんこポストへ

ご連絡ください。 
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◎ 情報、ご意見をお寄せください 
（ありんこポスト、ありの会メールへ） 

 

１．利用者が体調不良で作業所にいけない、でも家族は仕事を休めないというときどこか面倒をみてもらえる

場所はありますか？ 逆に家族が体調を崩して利用者の面倒をみられないときはどうしたらいいでしょう

か？ 

 

学習会の機会によせられたご質問です。講師の先生からは家族の病気の際の緊急一時保護などの制度の利

用のご紹介がありましたが、利用には日数や、条件の制限もあるようです。 

皆様からの情報がございましたら、ぜひお寄せ下さい。 

 

２．内科の会医及び、インフルエンザの集団接種を検討してください。 

 

ありんこポストに寄せられたご要望です。法人のほうにもお伝えして、総会等でありの会の皆様の総意で

あるかどうかを確認の上、総意でしたら検討していくとのご回答でした。ただし現在緊急時の協力医はい

らっしゃいますが、嘱託医の場合は、市の医師会に申請し医師会が決めた医師、病院にお願いすることに

なり、こちら側で希望の医師、病院を選ぶということはできないようです。また、ご家族の中には、受診や

予防接種は個人の主治医でないと難しいという意見もありました。こちらも、ご意見ございましたらお寄

せください。 

 

※ ありんこポストを利用して直接いれていただく他に、封筒に「ありんこポストへ」と明記していただき、連

絡帳に挟んで各事業所経由で情報お寄せいただくことも可能です。尚、情報やご意見、ご要望に対する回答をご

希望の場合は所属部署とお名前をご記入下さい。 

 

 

 

 

    上：南大沢の桜 

 

                 右：片倉城址公園のカタクリ 

 

 

 


